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平成 29 年４月 20 日 
各位 

会 社 名  KOA 株式会社                   
代表者名  代表取締役社長         花 形 忠 男 

（コード番号 6999 東証・名証第一部）  
問合せ先  常務取締役 経営管理ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

深 野 香 代 子 
（電話番号 0265-70-7171） 

 
当社株式等の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）の継続について 

 
 当社は、平成 26 年６月 14 日開催の当社第 86 回定時株主総会において株主の皆様のご賛

同をいただき、「当社株式の大量取得行為に関する対応策」（以下「現プラン」といいます。）

を導入しております。 
 現プランの有効期間は平成 29 年６月 17 日開催予定の当社定時株主総会（以下「本定時

株主総会」といいます。）終結の時までであることから、当社は、株主共同の利益の確保及

び企業価値の維持・向上の観点から、当社における買収防衛策のあり方につき検討を進め

てまいりました。その結果、当社は、本日開催の当社取締役会において、現プランの一部

を変更したうえで、その継続を本定時株主総会において議案として付議すること（以下、

変更後のものを「本プラン」といいます。）を決議いたしましたので、以下のとおり、お知

らせいたします。 
 また、本プランを決定した取締役会には、社外監査役２名を含む当社監査役４名全員が

出席し、本プランは当社株式等の大規模買付行為に関する対応策として相当であると判断

する旨の意見を表明しています。 
  
＜現プランからの主な変更点＞ 
１．対抗措置の発動要件を限定いたしました。（詳細については 10 ページのⅢ２．（２）（e）

②をご参照ください。） 
２．独立委員会が対抗措置の発動に関して、株主の意思確認を行うべき旨の勧告をした場

合、取締役会は株主総会を招集し、株主の皆様の意思を確認することができるものとい

たしました。（詳細については 11 ページのⅢ２．（２）（ｇ）をご参照ください。） 
３．その他所要の修正及び文言の整理をいたしました。 
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Ⅰ 当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針 
  
 当社は、市場における当社株式の自由な取引を尊重し、特定の者による当社株式の大量

買付であっても、当社自身の企業価値を増大させ、株主利益を向上させるものであれば、

これを一概に否定するものではありません。また、最終的には株式の大規模買付提案に応

じるかどうかは株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えております。 
 しかしながら、株式の大量買付の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主共

同の利益を毀損するもの、株主に株式売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社

の取締役会や株主が買付の条件等について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案

を提案するための十分な時間や情報を提供しないもの等、対象会社の企業価値ひいては株

主共同の利益に資さないものもありえます。 
 当社といたしましては、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業

文化やステークホルダーとの強固な信頼関係など当社の多様な企業価値の源泉を十分に理

解したうえで、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的に確保し、向上させる

者でなければならないと考えております。従いまして、当社の企業価値ひいては株主共同

の利益を毀損するおそれのある株式の大量買付を行う者は、当社の財務及び事業の方針の

決定を支配する者として不適切であると考えます。 
 
Ⅱ 基本方針の実現に資する特別な取組み 
 
１．創業の精神 

当社の創業者である向山一人（むかいやま かずと）は、1914 年に長野県中箕輪村（現

在の長野県上伊那郡箕輪町）の養蚕農家に生まれました。現在でも当社の本社と主要製

造拠点の多くが立地する長野県伊那谷地方は、当時は豊かな養蚕地帯でした。世界的に

有名であった岡谷の片倉製糸工業はじめ、多くの製糸工場が立地し、農家は蚕を飼い繭

を出荷し現金収入を得ていました。そうした状況が一転するのは 1929 年の世界大恐慌で

す。これを契機に生糸価格の暴落が始まり、また、人造絹糸などの登場もあり日本の生

糸産業は以降衰退の一途をたどります。養蚕農家は貴重な労働力であった多くの子供た

ちを養うことができず、長男以外は家を出ざるを得ませんでした。 
創業者も８人兄弟の二男で、多感な時期に故郷が疲弊していく様を見て育ち、自らも

東京で苦学する道を選びます。そうした中、電気、特に弱電分野に事業の将来性を見出

し、1940 年、弱冠 26 歳で独立・起業、翌年には生まれ故郷に工場を設置しました。以

来「お百姓がお百姓として家族そろって暮らせるように」、農村地帯に現金収入の途を作

るべく「農工一体」を掲げて経営を進めてまいりました。「商売の電話を急報で申し込ん

でも、つながるのに半日かかった」という地方企業のハンディキャップと生産コストの

安い海外勢に対して、「自らの職場は自らで守る」という精神のもと、地道な「改善」と
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技術開発を積み重ね競争優位を確保することで、今日では固定抵抗器では世界でトップ

クラスのシェアを持つグローバル企業に成長してまいりました。 
当社の企業価値の源泉は、こうした「創業の精神」を営々と受け継ぎ、日本をはじめ

立地する地域に真の意味で根ざし、信頼関係を構築しながら企業価値向上にひたむきに

努力する熱意にあふれる企業文化にまず求められると考えます。そのうえで、中国、北

米、東南アジアにいち早く進出し、その後のヨーロッパも加えグローバルな生産、マー

ケティング・販売網を構築いたしました。 
 

２．ＫＰＳ（KOA Profit System） 
1980 年代後半から継続して取組んでいる、全員参加型の改善活動であるＫＰＳ（KOA 

Profit System）では、まずトヨタ生産方式を取り入れ、生産工程のみならず経営全般の

「ムダどり」に取り組みました。 
2000 年代に入り、ＫＰＳは次の段階として品質をテーマにいたしました。販売先を汎

用品主体の家電市場等から、桁違いの品質・信頼性が求められる市場へシフトしていく

ために、車載用途を象徴的な拡販先として定め、「クオリティー・ファースト」活動を進

めてまいりました。この活動においては、製品品質のみならず仕事の質、携わる社員の

質すべての向上を目指しました。この活動の成果もあり、車載用途は活動開始時に売上

高の１割程度だったものが、現在では４割近くまで増え、お客様からは「品質とサービ

スのＫＯＡ」というご評価をいただけるようになりました。こうしたブランド価値が、

当社の誇りであり宝でもあります。 
さらに、当社は 2010 年代に入り、ＫＰＳの第三ステージを開始いたしました。それは

ひと言でいうと「イノベーションへの対応」です。2020 年に創業 80 周年を迎える固定

抵抗器専業メーカーとしての歴史の中で、当社は、基盤技術である厚膜、薄膜を中心と

したプロセス技術、材料技術、生産・管理技術などを蓄積してまいりましたが、これら

をお客様との技術・製品開発などの“共創”に活用していこうという活動です。変化の

時代に、自社開発・育成では間に合わない、お客様のいわば「欠けたピース」を当社の

基盤技術で補っていただくだけでなく、変化の先に生まれる新たな製品・技術需要を見

越して、当社から積極的にご提案するために、マーケティングや技術部門への投資を強

化しており、その成果としてすでに他社の機構部品と当社の抵抗器を組み合わせた新製

品などがリリースされております。 
 
３．抵抗器と今後の展開 

製品開発においては、大電流の検出に適した高精度低抵抗器、大気汚染等の環境下で

も安心してお使いいただける耐硫化性を高めた抵抗器、三次元高密度実装への対応のた

めの超薄形受動部品、高い電圧でも使用可能な高耐圧チップ抵抗器、耐環境性に優れた

小形ヒューズ、自動運転等高度な制御機器を守る高エネルギー耐量で優れた応答性を持
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つノイズ吸収部品、高温度環境下での使用が可能な温度センサなどの品揃えを拡充して

おります。 
特に、車載分野では環境規制の強化により一層の電動化が進むことから、走行用はも

とよりパワーステアリング駆動などでモーターの使用数の増加が見込まれています。こ

れらの回転を制御するには回路に流れる電流を精密に検出する必要がありますが、当社

はかねてからこの用途に適した、高精度の「金属板抵抗器」に注力してまいりました。

電流検出ニーズは車載以外にも、産業用機器など多くの分野で増加が見込まれており、

この用途でもお客様のニーズにお応えする製品の拡充を進めてまいります。 
 
４．お客様と共創できる研究開発型企業へ 

当社は、研究開発型企業を目指し、国内外の研究機関・大学などと共同で要素技術開

発から新製品・新規事業開発につなげる活動を積極的に行っておりますが、その一環と

して、2016 年４月、福岡県北九州市の北九州学術研究都市「ひびきの」に、北九州研究

所を開設いたしました。「ひびきの」は、｢アジアの中核的な学術研究拠点｣と｢新たな産

業の創出･技術の高度化｣を目指して、北九州市・福岡県が 2001 年に設立しました。現在、

理工系大学、公的研究機関、半導体・エレクトロニクス、自動車、産業用ロボット関連

の企業などが集結し、筑波研究学園都市と並ぶ有数の研究開発都市となっています。特

に、当社が注力しているカーエレクトロニクスやロボットなどの産業機器に携わる企業

などとの研究会も盛んに行われています。このようなイノベーションの場に直接身を置

き、情報収集・情報発信及び各種研究会へ参画することにより、研究機関の研究者、企

業の技術者、大学院の学生とのネットワークを構築しつつあります。北九州研究所は、

さまざまなモノがインターネットにつながりこれを制御することで暮らしをより便利に

しようとする「IoT」時代を見すえて、情報の入り口である各種センサの開発にも注力し、

新たなビジネスへ結実させる役割も背負ってまいります。 
 
５．2020 年、創業 80 周年に向けて 

 東日本大震災とそれ以降日本各地で続いた地震により、事業継続に対するお客様か

らのご要求が強まっております。当社では早くから工場建屋の耐震補強工事及び天井等

の落下防止工事を進めてまいりました。また、2012 年には国内最新鋭のフラットチップ

抵抗器生産工場を長野県下伊那郡阿智村に、2013 年には子会社の真田ＫＯＡ株式会社が

老朽化した工場を集約して新工場を長野県上田市にそれぞれ新築しました。さらに 2016
年には、製品の試験、研究開発用施設を新設するとともに、併せて老朽化した物流セン

ター新築するなど、グループの重要施設の更新等による事業継続体制の強化・拡充を図

っております。 
加えて、品質の高信頼性に対する要求もますます強くなってきております。アメリカ

における日本車のリコール問題のように、その対応を一歩誤ると、企業ばかりではなく、
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サプライチェーン全体が甚大な影響を受けることも目の当たりにいたしました。当社は、

2016 年度においても連結売上高の 63％が日本以外での売上でありながら、その 73％を

日本国内で生産しております。当社は、日本国内でのものづくりの強みを生かし強化し

ながら、日本ならではの高品質・高信頼性製品の生産を行うとともに、グローバルなネ

ットワークを生かしイノベーションの最新情報を収集しながら、競合に伍していく所存

です。 
 
 当社は、今後とも株主、お客様・お取引先様、社員とその家族、地域社会、そして

地球という５つの存在を、当社を支えていただく主体と認識し、当社との間に「信頼」

を築き上げていくことを企業使命として、今後とも、企業価値ひいては株主共同の利益

の確保・向上を目指してまいります。これらの取組みは、上記Ⅰの基本方針の実現に資

するものと考えております。 
 
Ⅲ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配され

ることを防止するための取組み（本プラン） 
 
１．本プランの目的 

本プランは、上記Ⅰに記載した基本方針に沿って、当社の企業価値ひいては株主共同

の利益を確保し、向上させることを目的としております。 
買付者から大量の株式買付の提案があった場合において、当社の株主の皆様が、当社

の有形無形の経営資源、中長期的に将来を見据えた施策の潜在的効果その他当社の企業

価値を構成する多様な諸要素を十分に把握したうえで、当該買付が当社の企業価値ひい

ては株主共同の利益に及ぼす影響を適切に判断することは必ずしも容易でないものと思

料されます。そこで、当社取締役会は、当社株式等に対する買付が行われた場合、買付

に応じるか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提案するため

に必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付者と交渉を行うこと等を可

能とすることを目的として、本プランの継続を決議いたしました。 
なお、当社株式の保有状況の概要は、別紙１のとおりとなっております。また、現時

点におきましては、特定の第三者より当社取締役会に対して大量買付行為に関する提案

及び打診を受けている事実はございません。 
 
２．本プランの内容 
（１）本プランの概要 

本プランは、当社株式等に対する大規模買付等（下記（２）「本プランに係る手続」

（ａ）に定義されます。以下同じ。）を行おうとする者が遵守すべきルールを策定する

とともに、所定の条件を満たす場合には当社が対抗措置をとることによって大規模買
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付等を行おうとする者に損害が発生する可能性があることを明らかにし、これらを適

切に開示することにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない当社株

式等の大規模買付等を行おうとする者に対して、警告を行うものです。 
なお、本プランにおいては、対抗措置の発動・不発動の判断等にあたり、当社取締

役会の恣意的判断を排するため、独立委員会規則（その概要については別紙４をご参

照ください。）に従い、（ⅰ）当社社外取締役若しくは社外監査役、又は（ⅱ）社外の

有識者（実績ある会社経営者、官庁出身者、弁護士、公認会計士及び学識経験者等）

で、当社経営陣から独立した者のみから構成される独立委員会（以下「独立委員会」

といいます。）の勧告を最大限尊重するとともに、株主の皆様に対して適時に情報開示

を行うことにより透明性を確保することとしています。本プラン継続時の独立委員会

の委員には、上拾石哲郎氏、マイケル・ジョン・コーバー氏及び北川徹氏が、それぞ

れ就任する予定です。（各委員の略歴については別紙２をご参照ください。） 
 
（２）本プランに係る手続 
 （ａ）対象となる大規模買付等 
    本プランは、以下①又は②に該当する行為（当社取締役会が当該行為と同視しう

ると合理的に判断した行為を含み、当社取締役会が予め承認した場合を除きます。

以下「大規模買付等」と総称します。）を対象とします。 
① 当社が発行者である株式等 1について、保有者 2の株式等保有割合 3が 20％以上

となる買付け 
② 当社が発行者である株式等 4について、公開買付け 5に係る株式等の株式等所有

割合 6及びその特別関係者 7の株式等所有割合の合計が20％以上となる公開買付

け、大規模買付等を行い、又は行おうとする者（以下「買付者等」といいます。）

は、予め本プランに定められる手続に従わなければならないものとします。 
 

 （ｂ）意向表明書の提出 
     買付者等は、当社取締役会が別途認めた場合を除き、大規模買付等の実行に先

立ち、当社取締役会に対して、大規模買付等に際して本プランに定める手続を遵

                                                  
1 金融商品取引法第 27 条の 23 第１項に定義される「株券等」を意味するものとします。以下、別段の定めがない限り

同じ。なお、本プランにおいて引用される法令等に改正（法令名の変更や旧法令等を継承する新法令等の制定を含みま

す。）があった場合には、本プランにおいて引用される法令等の各条項は、当社取締役会が別途定める場合を除き、当該

改正後においてこれらの法令等の各条項を実質的に継承する法令等の各条項に読み替えられるものとします。 
2 金融商品取引法第 27条の 23第１項に規定される保有者をいい、同条第３項に基づき保有者に含まれる者を含みます。

以下、同じ。 

3 金融商品取引法第 27 条の 23 第４項に定義される「株券等保有割合」を意味するものとします。以下、同じ。 

4 金融商品取引法第 27 条の２第１項に定義される「株券等」を意味するものとします。以下、②において同じ。 

5 金融商品取引法第 27 条の２第６項に定義されます。以下、同じ。 

6 金融商品取引法第 27 条の２第８項に定義される「株券等所有割合」を意味するものとします。以下、同じ。 

7 金融商品取引法第 27 条の２第７項に定義される特別関係者をいいます。但し、同項第１号に掲げる者については、

発行者以外の者による株券等の公開買付けの開示に関する内閣府令第３条第２項で定める者を除きます。以下、同じ。 
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守する旨の誓約文言等を記載した書面（以下「意向表明書」といいます。）を当社

の定める書式により日本語で提出していただきます。 
     具体的には、意向表明書には、以下の事項を記載していただきます。 

（ⅰ）買付者等の概要 
（イ）氏名又は名称及び住所又は所在地 
（ロ）代表者の役職及び氏名 
（ハ）会社等の目的及び事業の内容 
（二）大株主又は大口出資者（所有株式又は出資割合上位 10 名）の概要 
（ホ）国内連絡先 
（ヘ）設立準拠法 

（ⅱ）買付者等が現に保有する当社の株式等の数及び意向表明書提出前 60 日間におけ

る買付者等の当社の株式等の取引状況 
  （ⅲ）買付者等が提案する大規模買付等の概要（買付者等が大規模買付等により取得

を予定する当社の株式等の種類及び数、並びに大規模買付等の目的（支配権取

得若しくは経営参加、純投資若しくは政策投資、大規模買付等の後の当社の株

式等の第三者への譲渡等、又は重要提案行為等 8 その他の目的がある場合には、

その旨及び内容。なお、目的が複数ある場合にはそのすべてを記載していただ

きます。）を含みます。） 
 
（ｃ）買付者等に対する情報提供の要求 

上記（ｂ）の意向表明書をご提出いただいた後、買付者等におきましては、以

下の手順に従い、当社に対して、大規模買付等に対する株主の皆様のご判断及び

当社取締役会の評価・検討等のために必要かつ十分な情報（以下「本必要情報」

といいます。）を日本語で提供していただきます。 
     まず、当社は、買付者等に対して、意向表明書を提出していただいた日から 10

営業日 9（初日不参入）以内に、当初提出していただくべき情報を記載した本必要

情報リストを上記（ｂ）（ⅰ）（ホ）の国内連絡先に発送いたしますので、買付者

等には、係る本必要情報リストに従って十分な情報を当社に提出していただきま

す。 
     当社取締役会は、本必要情報を受領した場合、速やかにこれを開示するととも

に、独立委員会に提供するものとします。 
また、上記の本必要情報リストに従い買付者等から提供していただいた情報で

は、大規模買付等の内容及び態様等に照らして、株主の皆様のご判断及び当社取

                                                  
8 金融商品取引法第 27 条の 26 第１項、金融商品取引法施行令第 14 条の８の２第１項、及び株券等の大量保有の状況

の開示に関する内閣府令第 16 条に規定される重要提案行為等をいいます。 

9 営業日とは、行政機関の休日に関する法律第１条第１項各号に掲げる日以外の日をいいます。以下、同じ。 
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締役会・独立委員会の意見形成に不十分と当社取締役会又は独立委員会が合理的

に判断した場合には、当社取締役会は、買付者等に対して、適宜回答期限（当社

が買付者等に対して本必要情報リストを送付してから、原則として 60 日間を超え

ないこととします。以下、この期間を「情報提供期間」といいます。）を定めたう

え、本必要情報を追加的に提供するよう求めることがあります。この場合、買付

者等においては、情報提供期間が満了するまでに、本必要情報を追加的に提供し

ていただきます。 
     なお、大規模買付等の内容及び態様等にかかわらず、以下の各項目に関する情

報は、原則として本必要情報の一部に含まれるものとします。 
① 買付者等及びそのグループ（共同保有者 10、特別関係者及びファンドの場合は組

合員その他の構成員を含みます。）の詳細（沿革、具体的名称、資本構成、事業

内容、財務内容、役員の氏名及び職歴等を含みます。） 
② 大規模買付等の目的（意向表明書において開示していただいた目的の詳細）、方

法及び内容（経営参画の意思の有無、大規模買付等の対価の価額・種類、大規

模買付等の時期、関連する取引の仕組み、買付予定の株式等の数及び大規模買

付等を行った後における株式等所有割合、大規模買付等の方法の適法性を含み

ます。） 
③ 大規模買付等の対価の算定根拠（算定の前提事実、算定方法、算定に用いた数

値情報及び大規模買付等に係る一連の取引により生じることが予想されるシナ

ジーの内容、算定の際に第三者の意見を聴取した場合における当該第三者の名

称、当該意見の概要及び当該意見を踏まえて金額を決定するに至った経緯を含

みます。） 
④ 大規模買付等の資金の裏付け（買付資金の提供者（実質的提供者を含みます。）

の具体的名称、調達方法及び関連する取引の内容を含みます。） 
⑤ 大規模買付等に際しての第三者との間における意思連絡の有無並びに意思連絡

がある場合はその内容及び当該第三者の概要 
⑥ 買付者等が既に保有する当社の株式等に関する貸借契約、担保契約、売戻契約、

売買の予約その他の重要な契約又は取決め（以下「担保契約等」といいます。）

がある場合には、当該契約の種類、契約の相手方及び当該担保契約等の具体的

内容（契約の対象となっている株式等の数量等） 
⑦ 買付者等が大規模買付等において取得を予定する当社の株式等に関し担保契約

等の締結その他第三者との間の合意の予定がある場合には、当該予定している

合意の種類、契約の相手方及び当該合意の具体的内容（契約の対象となってい

る株式等の数量等） 

                                                  
10 金融商品取引法第 23 条の 23 第 5 項に規定される共同保有者をいい、同条第 6 項に基づき共同保有者とみなされる者

を含みます。以下、同じ。 
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⑧ 大規模買付等の後の当社グループの経営方針、事業計画、資本政策及び配当政

策 
⑨ 大規模買付等の後における当社の従業員、取引先、顧客、地域社会その他当社

に係る利害関係者に対する処遇等の方針 
⑩ 当社の他の株主との利益相反を回避するための具体的方策 

 
     なお、当社取締役会は、買付者等から大規模買付等の提案がなされた事実及び

その概要並びに本必要情報の概要その他の情報のうち株主の皆様のご判断に必要

であると認められる情報がある場合には、適切と判断する時点でこれを開示いた

します。 
     また、当社取締役会は、買付者等による本必要情報の提供が十分になされたと

認めた場合には、その旨を買付者等に通知（以下「情報提供完了通知」といいま

す。）するとともに、その旨を速やかに開示いたします。 
     情報提供期間は、当社取締役会が情報提供完了通知を行った日又は情報提供期

間が上限に達した日のいずれか早い方の日をもって終了するものとします。 
 
（ｄ）大規模買付等の内容の検討･買付者等との交渉･代替案の提示（取締役会評価期間） 

当社取締役会は、情報提供完了通知を行った日又は情報提供期間が終了した日の

翌日を起算日として、大規模買付等の評価の難易度等に応じて、以下の（ⅰ）又は

（ⅱ）の期間を、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成及び代替案立案

のための期間（以下「取締役会評価期間」といいます。）として設定し、速やかに開

示します。 
（ⅰ）対価を現金（円貨）のみとする当社全株式等を対象とする公開買付けの場合に 

は最大で 60 日間 
（ⅱ）その他の大規模買付等の場合には最大で 90 日間 

但し、上記（ⅰ）（ⅱ）いずれにおいても、取締役会評価期間は、評価・検討のた

めに不十分であると取締役会及び独立委員会が合理的に必要と認める場合にのみ延

長できるものとし（最大で 30 日間）、その場合は、具体的延長期間及び当該延長期

間が必要とされる理由を買付者等に通知すると共に株主及び投資家の皆様に速やか

に開示いたします。 
当社取締役会は、取締役会評価期間内において買付者等から提供された本必要情

報を十分に評価・検討し、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の観点か

ら、買付者等の大規模買付等の内容の検討等を行います。当社取締役会は、これら

の検討等を通じて、大規模買付等に関する当社取締役会としての意見を慎重にとり

まとめ、買付者等に通知するとともに、適時かつ適切に株主の皆様に開示いたしま

す。また、必要に応じて、買付者等との間で大規模買付等に関する条件・方法につ
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いて交渉し、更に、当社取締役会として、株主の皆様に代替案を提示することもあ

ります。 
 

（ｅ）独立委員会の勧告 
    独立委員会は、買付者等が出現した場合において、以下の手続に従い、取締役会

評価期間内に、当社取締役会に対し対抗措置の発動の是非に関する勧告を行うもの

とします。独立委員会の判断が、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上に

資するようになされることを確保するために、独立委員会は、当社の費用で、当社

の業務執行を行う経営陣から独立した第三者（投資銀行、証券会社、フィナンシャ

ル・アドバイザー、公認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家を含みま

す。）の助言を得ることができるものとします。なお、独立委員会が当社取締役会に

対して以下の①又は②に定める勧告又は決議をした場合には、当社取締役会は、当

該勧告又は決議の事実とその概要その他当社取締役会及び独立委員会が適切と判断

する事項について、速やかに開示を行います。 
① 買付者等が本プランに規定する手続を遵守しない場合 

独立委員会は、買付者等が本プランに規定する手続を遵守しなかった場合、当

該大規模買付等を当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうものである

とし、原則として、対抗措置の発動を勧告します。 
② 買付者等が本プランに規定する手続を遵守した場合 

独立委員会は、買付者等が本プランに規定する手続を遵守した場合、原則とし

て、対抗措置の不発動を勧告します。 
但し、本プランに規定する手続が遵守されている場合であっても、下記（ⅰ）（ⅱ）

の事由により当該大規模買付等が当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損

なうものであると認められ、かつ対抗措置の発動を相当と判断する場合は、例

外的措置として、対抗措置の発動を勧告することがあります。 
また、独立委員会は、対抗措置の発動に関して、株主の皆様の意思を尊重する

趣旨から、株主総会（以下「株主意思確認総会」といいます。）を通じた株主の

意思確認を行うべき旨の勧告をすることができるものとします。 
 

（ⅰ）下記に掲げる行為その他これに類似する行為により、当社の企業価値ひいて

は株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれのある大規模買付等で

ある場合 
① 買付者等が真に会社経営に参加する意思が無いにもかかわらず、ただ株価を

つり上げて高値で当社の株式等を当社関係者に引き取らせる目的で株式等を

取得する行為 
② 当社の経営を一時的に支配して、当社の事業経営上必要な知的財産権、ノウ
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ハウ、企業秘密情報、主要取引先又は顧客等の重要な資産等を当該買付者等又

はそのグループ会社等に移転する目的で当社の株式等を取得する行為 
③ 当社の会社経営を支配した後に、当社の資産を当該買付者等やそのグループ

会社等の債務の担保や弁済原資として流用する目的で、当社の株式等を取得

する行為 
④ 当社の経営を一時的に支配して、当社の事業に当面関係していない高額資産

等を処分させ、その処分利益をもって、一時的な高配当をさせるか、一時的

高配当による株価の急上昇の機会を狙って高値で売り抜けをする目的で当社

の株式等を取得する行為 
（ⅱ）買付者等の提案する当社の株式等の買付方法が、いわゆる強圧的二段階買付

（最初の買付で全株式の買付を勧誘することなく、二段階目の買付条件を不利

に設定し、あるいは明確にしないで、公開買付け等の株式等の買付等を行うこ

とをいいます。）等株主の皆様に株式等の売却を事実上強要するおそれがあると

判断される場合 
 
（ｆ）取締役会の決議 

当社取締役会は、（ｅ）に定める独立委員会の勧告を最大限尊重し、係る勧告を踏

まえて当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上という観点から速やかに対抗

措置の発動又は不発動の決議を行うものとします。 
当社取締役会は、対抗措置の発動又は不発動等に関する決議を行った場合には、

当該決議の概要その他当社取締役会及び独立委員会が適切と判断する事項について、

速やかに開示を行います。 
 

（ｇ）株主意思確認総会   
独立委員会が対抗措置の発動に関して、株主意思確認総会を通じた株主意思確認を

行うべき旨の勧告をした場合、当社取締役会は、その勧告を最大限尊重し、株主の皆

様のご意思を反映させるべく、速やかに株主意思確認総会を招集し、株主の皆様の意

思を確認いたします。 
その際、当社は、株主意思確認総会を招集する旨その他当社取締役会が適切と判断

する事項について、速やかに開示いたします。 
 
（ｈ）対抗措置の発動の停止 

当社取締役会は、上記（ｆ）及び（ｇ）の手続に従い対抗措置の発動を決議した

後又は発動後においても、（ｉ）買付者等が大規模買付等を撤回した場合その他大規

模買付等が存在しなくなった場合又は（ⅱ）対抗措置を発動するか否かの判断の前

提となった事実関係等に変動が生じ、かつ、当社の企業価値・株主共同の利益の確
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保・向上という観点から対抗措置の発動が相当でないと考えられる状況に至った場

合には、対抗措置の停止の決議を行うものとします。 
当社取締役会は、上記決議を行った場合、速やかに当該決議の概要その他当社取

締役会及び独立委員会が適切と判断する事項について、情報開示を行います。 
 
（ⅰ）大規模買付等の開始 

買付者等は、本プランに規定する手続を遵守するものとし、当社取締役会におい

て対抗措置の発動又は不発動の決議がなされるまでは大規模買付等を開始すること

はできないものとします。 
 
（３）対抗措置の具体的内容 

当社取締役会が、上記（２）（ｆ）（ｇ）に記載の決議に基づき発動する対抗措置は、

新株予約権（以下「本新株予約権」といいます。）の無償割当てとします。その概要は、

別紙 3「本新株予約権無償割当ての概要」に記載のとおりです。 
本新株予約権無償割当てを行う場合には、特定買付者等（別紙 3「本新株予約権無償

割当ての概要」に定義されます。以下、同じ。）による権利行使は認められないとの行

使条件（差別的行使条件）や、当社が特定買付者等以外の者が有する本新株予約権を

取得して対価として当社株式を交付することができる旨を定めた取得条項（差別的取

得条項）等を定める予定です。 
当社取締役会は、対抗措置の発動を決議した後又は発動後においても、上記（２）（ｈ）

に記載のとおり、対抗措置発動の停止を決定することがあります。例えば、対抗措置

として当社取締役会が本新株予約権の無償割当てを決議した場合において、買付者等

が大規模買付等を中止し、当社取締役会が上記（２）（ｈ）に記載の決議を行った場合

には、本新株予約権の無償割当てについて設定した基準日に係る権利落ち日の前日ま

でにおいては本新株予約権の無償割当てを中止し、本新株予約権の無償割当ての効力

発生日以後本新株予約権の行使期間の開始日の前日までにおいては当社が無償で本新

株予約権を取得する等の方法で、対抗措置の発動を停止することができるものとしま

す。 
 
（４）本プランの有効期間、廃止及び変更 

本プランの有効期間は、本定時株主総会において株主の皆様のご承認が得られた場

合には、当該承認が得られた時から平成 32 年６月開催予定の当社定時株主総会終結の

時までとします。 
但し、本プランの有効期間の満了前であっても、当社の株主総会において本プラン

を変更又は廃止する旨の決議が行われた場合には、本プランは当該決議に従いその時

点で変更又は廃止されるものとします。また、当社の株主総会で選任された取締役で
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構成される取締役会により本プランを廃止する旨の決議が行われた場合には、本プラ

ンはその時点で廃止されるものとします。 
なお、当社取締役会は、会社法、金融商品取引法その他の法令若しくは金融商品取

引所規則の変更又はこれらの解釈・運用の変更、又は税制、裁判例等の変更に伴う形

式的な変更が必要と判断した場合には、独立委員会の承認を得たうえで、本プランを

修正し、又は変更する場合があります。他方、当社取締役会が、本プランの内容につ

いて当社株主の皆様に実質的な影響を与えるような変更を行う場合には、改めて直近

で開催される株主総会に付議し株主の皆様のご承認をいただくことといたします。 
当社は、本プランを廃止又は本プランの内容について当社株主の皆様に実質的な影

響を与えるような変更を行った場合には、当該廃止又は変更の事実及び（変更の場合

には）変更内容その他当社取締役会及び独立委員会が適切と認める事項について、速

やかに開示を行います。 
 
３．株主及び投資家の皆様への影響 
（１）本プランの継続時に株主及び投資家の皆様に与える影響 

本プランの継続時においては、本新株予約権の無償割当て自体は行われませんので、

株主の皆様の権利に直接具体的な影響が生じることはありません。 
 
（２）対抗措置発動時に株主及び投資家の皆様に与える影響 

当社取締役会もしくは株主総会が対抗措置の発動を決議し、本新株予約権の無償割

当てを行う場合には、当該決議において割当て期日（以下「割当期日」といいます。）

を定め、これを公告いたします。この場合、割当期日における最終の株主名簿に記録

された株主の皆様（以下「割当対象株主」といいます。）に対し、本新株予約権の無償

割当て決議において当社取締役会が定める割合で、本新株予約権が無償にて割り当て

られます。このような仕組み上、本新株予約権の無償割当て時においても、株主の皆

様が保有する当社株式１株当たりの価値の希釈化は生じるものの保有する当社株式全

体の価値の希釈化は生じないことから、株主の皆様の有する当社株式に係る法的権利

及び経済的利益に対して直接具体的な影響を与えることは想定しておりません。 
なお、一旦本新株予約権無償割当て決議がなされた場合であっても上記２．（２）（ｈ）

に記載の手続等に従い当社取締役会が対抗措置発動の停止を決定する場合があります。

これらの場合には、当社株式の株価に相応の変動が生じる可能性があります。例えば、

本新株予約権の無償割当てを受けるべき株主が確定した後（権利落ち日以降）におい

て、当社が本新株予約権を無償取得して新株を交付しない場合には、１株あたりの株

式の価値の希釈化は生じませんので、当社株式の株価の希釈化が生じることを前提に

して売買を行った投資家の皆様は、株価の変動により損害を被る可能性があります。 
また、本新株予約権の行使又は当社による取得に関して差別的行使条件又は差別的
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取得条項を付す場合には、当該行使又は取得に際して、買付者等の法的権利、経済的

利益に影響が生じることが想定されますが、この場合であっても、買付者等以外の株

主の皆様の有する当社株式に係る法的権利及び経済的利益に対して直接具体的な影響

を与えることは想定しておりません。 
 
（３）本新株予約権の無償割当てに伴う株主の皆様の手続 

本新株予約権の無償割当て期日における最終の株主名簿に記録された株主の皆様は、

当該新株予約権の無償割当ての効力発生日において、当然に新株予約権者となるため、

申し込みの手続は不要です。 
また、当社取締役会の決定に基づき当社が本新株予約権取得の手続をとる場合には、

買付者等以外の株主の皆様は、行使価額相当の金銭を払込むことなく、当社による当

該本新株予約権の取得の対価としての当社株式を受領することになるため、当該新株

予約権に関する払込み等の手続は不要となります。 
なお、この場合、係る株主の皆様には、別途、ご自身が特定買付者等でないこと等

を表明する当社所定の書式による誓約書をご提出いただくことがあります。 
上記のほか、本新株予約権の割当て方法、行使の方法、当社による取得の方法、及

び株式の交付方法等の詳細につきましては、本新株予約権の無償割当てに関する決議

が行われた後、適用ある法令及び金融商品取引所規則に基づき適時かつ適切に開示又

は通知いたしますので、当該開示又は通知の内容をご確認ください。 
 
Ⅳ 上記の各取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由 
 
１．基本方針の実現に資する特別な取組み（上記Ⅱ）について 

上記Ⅱに記載した取組みは、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的に確

保・向上させるための施策であり、基本方針の実現に資するものです。 
従って、これらの施策は、基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

に資するものであって、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。 
 
２．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配され 
ることを防止するための取組み（上記Ⅲ）について 
本プランは、当社株式等に対する大規模買付等が行われた場合に、当該大規模買付等

に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示する

ために必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと

等を可能とすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上さ

せるという目的をもって継続されるものであり、当社の基本方針に沿うものです。 
また、本プランは以下に述べるとおり高度の合理性を有しており、当社の企業価値ひ
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いては株主共同の利益に資するものであって、当社の会社役員の地位の維持を目的とす

るものではありません。 
 
（１）買収防衛策に関する指針の要件を充足していること 

本プランは、経済産業省及び法務省が平成 17 年５月 27 日に発表した「企業価値・

株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則

（企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則、事前開示・株主意思の原則、必

要性・相当性の原則）を完全に充足しており、かつ、企業価値研究会が平成 20 年６

月 30 日に発表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」の内容を

踏まえております。 
 
（２）株主共同の利益の確保・向上の目的をもって継続されていること 

本プランは、当社株式等に対する買付等がなされた際に、当該買付等に応じるべ

きか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために

必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等

を可能とすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上

させるという目的をもって継続されるものです。 
 
（３）株主の合理的意思に依拠したものであること 

上記Ⅲ２．（４）「本プランの有効期間、廃止及び変更」に記載したとおり、本プ

ランは、本定時株主総会において株主の皆様のご承認をいただくことを条件に効力

が生じるものとし、株主の皆様のご承認をいただいた場合には、本プランの有効期

間は、平成 32 年６月開催予定の当社定時株主総会終結の時までとされる予定です。 
また、本プランの有効期間の満了前であっても、当社株主総会において、又は当

社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により、本プランの廃止の

決議がなされた場合には、本プランはその時点で廃止されることになります。その

意味で、本プランの消長及び内容は、当社株主の合理的意思に依拠したものとなっ

ております。 
 
（４）独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示 

本プランは、当社取締役会の恣意的判断を排除し、取締役会の判断及び対応の客

観性及び合理性を確保することを目的として、独立委員会規則（その概要について

は別紙４をご参照ください）に従い、独立委員会を設置しております。 
また、独立委員会の判断の概要については株主の皆様に速やかに開示することと

しており、当社の企業価値・株主共同の利益に資する範囲で本プランの透明な運営

が行われる仕組みが確保されています。 
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（５）合理的な客観的発動要件の設定 

本プランは、上記Ⅲ２．（２）「本プランに係る手続」にて記載したとおり、予め

定められた合理的な客観的発動要件が充足されなければ本プランに基づく対抗措置

が発動されないように設定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止す

るための仕組みを確保しています。 
 
（６）デッドハンド型若しくはスローハンド型買収防衛策ではないこと 

上記Ⅲ２．（４）「本プランの有効期間、廃止及び変更」にて記載したとおり、本

プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により廃止す

ることができるものとされております。従って、本プランは、デッドハンド型買収

防衛策（取締役会の構成員の過半数を交替させてもなお、発動を阻止できない買収

防衛策）ではありません。 
また、当社は取締役の任期を１年としているため、本プランはスローハンド型買

収防衛策（取締役会の構成員の交代を一度に行うことができないため、その発動を

阻止するのに時間を要する買収防衛策）ではありません。 
 

以上 
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別紙１ 

当社株式の保有状況の概要 
（平成 29 年３月 31 日現在） 

 
１．発行可能株式総数       150,000,000 株 
２．発行済株式総数         40,479,724 株 
３．株主数               5,488 名 
４．大株主（上位 10 名） 

氏名又は名称 住 所 所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

ｸﾚﾃﾞｨ ｽｲｽ ｱｰｹﾞｰ  
（常任代理人 株式会社 
三菱東京 UFJ 銀行） 

東京都千代田区丸の内 2 丁目 7－1 
決済事業部 3,461 8.55

日本生命保険相互会社
（常任代理人 日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ
信託銀行株式会社） 

東京都港区浜松町 2 丁目 11 番 3 号 2,226 5.50

株式会社八十二銀行 
（常任代理人 日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ
信託銀行株式会社） 

東京都港区浜松町 2 丁目 11 番 3 号 1,832 4.52

損害保険ｼﾞｬﾊﾟﾝ日本興亜株
式会社 
取締役社長 西澤 敬二 

東京都新宿西新宿 1 丁目 26 番 1 号 1,452 3.58

ｸﾚﾃﾞｨ ｽｲｽ ｱｰｹﾞｰ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ﾄﾗｽ
ﾄ ｱｶｳﾝﾄ ﾌｫｰ ﾌｲｺﾝﾌﾟ ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 
ﾋﾞｰﾌﾞｲ 
（常任代理人 株式会社 
三菱東京 UFJ 銀行） 

東京都千代田区丸の内 2 丁目 7－1 
決済事業部 1,279 3.16

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株
式会社（信託口） 
取締役社長 桑名 康夫 

東京都中央区晴海 1 丁目 8-11 1,277 3.15

ｼｰﾋﾞｰｴﾇﾜｲｶﾞﾊﾞﾒﾝﾄ ｵﾌﾞ ﾉﾙｳｪｰ 
（常任代理人 ｼﾃｨﾊﾞﾝｸ銀行
株式会社） 

東京都新宿区新宿 6 丁目 27 番 30 号 1,227 3.03

株式会社三菱東京 UFJ 銀行 
頭取 小山田 隆 東京都千代田区丸の内 2 丁目 7 番 1 号 1,000 2.47

日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行
株式会社（信託口） 
取締役社長 和地 薫 

東京都港区浜松町 2 丁目 11 番 3 号 916 2.26

ﾊﾞﾝｸ ｼﾞｭﾘｱｽ ﾍﾞｱ ｱﾝﾄﾞ ｶﾝﾊﾟﾆｰﾘ
ﾐﾃｯﾄﾞ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ｸﾗｲｱﾝﾄ 
（常任代理人 株式会社三菱
東京 UFJ 銀行） 

東京都千代田区丸の内 2 丁目 7－1 
決済事業部 871 2.15

 （注）１．上記の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は次のとおりであります。 
      日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社  1,277 千株 
      日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行株式会社     916 千株 
    ２．上記のほか当社所有の自己株式 3,424 千株（8.45％）があります。 
 

以上 
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別紙２ 

独立委員会委員略歴 
 

上拾石 哲郎（かみじっこく てつろう） 
（略 歴） 平成  ４年 ３月 弁護士登録（第一東京弁護士会） 
      平成  ４年 ３月 浅沼法律事務所入所 
      平成  ７年 ４月 上拾石法律事務所開設（現任） 
      平成１３年 ２月 ㈱キャンドゥ社外監査役 
      平成１４年 ６月 当社社外監査役に就任（現任） 
      平成２８年 ２月 ㈱キャンドゥ社外取締役[監査等委員]（現任） 
 
 
Michael John Korver（マイケル・ジョン・コーバー） 
（略 歴） 昭和５８年 ７月 米国カリフォルニア州弁護士資格取得 
      昭和５９年 ４月 野村證券㈱勤務（昭和 62 年３月退社） 
      昭和６２年 ７月 米国ニューヨーク州弁護士資格取得 
      昭和６２年 ８月 リチャーズ&オニール法律事務所（米国ﾆｭｰﾖｰｸ）勤務 

                          （平成５年７月退所） 
      平成 ８年 ６月 グローバルベンチャーキャピタル㈱取締役 
      平成１６年 ４月 ㈱BJIT 社外取締役（現任） 
      平成１６年 ６月 一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授（現任） 
      平成１８年 ５月 Really English.com Limited 社外取締役 

（平成 28 年 12 月退任） 
      平成１８年 ６月 グローバルベンチャーキャピタル㈱代表取締役（現任） 
      平成１８年１０月 Geovector Corporation 社外取締役（現任） 
      平成２０年 ６月 当社社外取締役に就任（現任） 
      平成２３年 ９月 リアル･イングリッシュ･ブロードバンド㈱代表取締役 

（平成 28 年 12 月退任） 
      平成２５年 ７月 Durafizz Holdings Corporation 代表取締役（現任） 
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北川 徹（きたがわ とおる） 
（略 歴） 昭和５８年 ４月 兼松江商㈱（現兼松㈱）入社 
      平成１１年１１月 日本通信㈱入社 経営企画室長 
      平成１３年 ２月 日本ボルチモア テクノロジーズ㈱入社  

財務担当上席執行役員 
      平成１４年 １月 リーバイ・ストラウス ジャパン㈱入社  

ファイナンスコントローラー             
      平成１８年 ９月 スターバックス コーヒージャパン㈱入社        

ファイナンス・インフラストラクチャー統括オフィサー／CFO（現任） 
      平成２８年 ３月 クックパッド㈱ 社外取締役［兼監査委員会委員長］（現任） 
      平成２８年１０月 日本スキー場開発㈱ 社外取締役（現任） 
      平成２９年 ６月 当社社外取締役に就任（予定） 
       
（ご参考） 

当社は、上拾石哲郎氏、Michael John Korver 氏を東京証券取引所及び名古屋証券取引

所の定めに基づく独立役員として届け出ております。 
また、北川徹氏は、当社第 89 回定時株主総会において選任されることを条件として、

当社社外取締役に就任する予定であります。なお、当社は、同氏を東京証券取引所及び

名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出る予定であります。 
 

以上 
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別紙３ 
本新株予約権無償割当ての概要 

 
１．本新株予約権の数 

当社取締役会が、本新株予約権の無償割当ての取締役会決議（以下「本新株予約権無

償割当て決議」という。）において別途定める割当て期日（以下「割当期日」という。）

における当社の発行可能株式総数から最終の発行済株式総数（但し、同時点において当

社の有する当社株式の数を控除する。）を減じた株式の数を上限として、当社取締役会が

本新株予約権無償割当て決議において別途定める数とする。 
当社取締役会は、割当総数がこの上限を超えない範囲で、複数回にわたり新株予約権

の割当てを行うことができる。 
 
２．割当対象株主 

割当期日における当社の最終の株主名簿に記録された当社以外の株主に対し、当社取

締役会が本新株予約権無償割当て決議において別途定める割合で、本新株予約権を無償

で割当てる。 
 
３．本新株予約権の無償割当ての効力発生日 

当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議において別途定める日とする。 
 
４．本新株予約権の目的である株式の種類及び数 

本新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、本新株予約権１個あたり

の目的である株式の数（以下「対象株式数」という。）は、原則として１株とする。但し、

当社取締役会は、本新株予約権無償割当て決議において、発行可能株式総数の範囲内で、

対象株式数を１株を超える数又は１株未満の数と定めることができる。 
 
５．本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

本新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、本新株予約権の行使に際し

て出資される財産の当社株式１株あたりの価額は、１円を下限とし、当社取締役会が本

新株予約権無償割当て決議において別途定める価額とする。 
 
６．本新株予約権の行使期間 

本新株予約権の無償割当ての効力発生日又は本新株予約権無償割当て決議において当

社取締役会が別途定める日を初日とし、当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議に

おいて別途定める期間とする。 
 



-21- 

７．本新株予約権の行使条件 
買付者等、又は買付者等から本新株予約権を当社取締役会の承認を得ることなく譲り

受け若しくは承継した者、その他当社取締役会が本新株予約権無償割当て決議により別

途定める者（以下「特定買付者等」という。）は、原則として本新株予約権を行使するこ

とができない。また、外国の適用法令上、本新株予約権の行使にあたり所定の手続が必

要とされる非居住者も、原則として本新株予約権を行使することができない（但し、非

居住者のうち当該外国の適用法令上適用除外規定が利用できる等の一定の者は行使する

ことができるほか、非居住者の本新株予約権も下記９項のとおり、当社による当社株式

を対価とする取得の対象となる。）。 
その他詳細については、当社取締役会が、本新株予約権無償割当て決議において別途

定める。 
 
８．本新株予約権の譲渡 

本新株予約権の譲渡による取得については、当社取締役会の承認を要する。 
 
９．当社による本新株予約権の取得 
① 当社は、本新株予約権の行使期間の初日の前日までの間いつでも、当社が本新株予

約権を取得することが適切であると当社取締役会が認める場合には、当社取締役会

が別に定める日の到来をもって、全ての本新株予約権を無償で取得することができ

るものとする。 
② 当社は、当社取締役会が別に定める日において、特定買付者等以外の者が有する本

新株予約権のうち、当社取締役会が定める当該日の前営業日までに未行使の本新株

予約権の全てを取得し、これと引換えに、本新株予約権１個につき対象株式数の当

社株式を交付することができる。当社は係る本新株予約権の取得を複数回に分けて

行うことができる。 
 

上記のほか、その他必要な事項については、当社取締役会において別途定める。 
 

以上 
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別紙４ 

 
独立委員会規則の概要 

 
１．独立委員会は、大規模買付等への対抗措置の発動等に関する取締役会の恣意的判断を 

排し、取締役会の判断及び対応の客観性及び合理性を担保することを目的として、取締 
役会の諮問機関として当社取締役会の決議により設置される。 

２．独立委員会の委員（以下「独立委員」）は、３名以上とし、当社の業務執行を行う経営 
陣から独立している、（ⅰ）当社社外取締役若しくは社外監査役、又は（ⅱ）社外の有識

者（実績ある会社経営者、官庁出身者、弁護士、公認会計士及び学識経験者等）のいず

れかに該当する者の中から、当社取締役会が選任する。 
３．独立委員の任期は３年間とする。但し、取締役会の決議により別段の定めをした場合 
はこの限りではない。 

４．独立委員会は、当社取締役会の諮問に基づき、以下の各号に記載される事項について 
審議のうえ決議し、その決議内容を、理由を付して当社取締役会に対して勧告する。 
（１）本プランに係る対抗措置の発動の是非 
（２）本プランに係る対抗措置発動の停止 
（３）本プランの廃止及び変更 
（４）その他本プランに関連して当社取締役会が任意に独立委員会に諮問する事項 
各独立委員は、独立委員会における審議及び決議においては、専ら当社の企業価値・

株主共同の利益に資するか否かの観点からこれを行うことを要し、自己又は当社の経営

陣の個人的利益を図ることを目的としてはならない。 
５．独立委員会は、必要に応じて、当社の取締役、監査役又は従業員その他必要と認める 
者を出席させ、独立委員会が求める事項に関する意見又は説明を求めることができる。 

６．独立委員会は、当社の費用で、独立した第三者（投資銀行、証券会社、フィナンシャ 
ル・アドバイザー、公認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家を含む。）の助

言を得ること等ができる。 
７．独立委員会は、当社代表取締役又は各独立委員が招集する。 
８．独立委員会の決議は、原則として、独立委員全員が出席し、その過半数の賛同をもっ 
てこれを行う。但し、独立委員のいずれかに事故があるときその他特段の事由があると

きは、独立委員の過半数が出席し、その過半数の賛同をもってこれを行うことができる。 
 

以上 
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別紙 5 

 
本プランにおける手続の流れ（概要） 

 

大規模買付者（議決権割合が20％以上となる買付行為）の出現

取締役会

買付者より意向表明書を受領

大規模買付ルールを不遵守大規模買付ルールを遵守

買付者へ必要情報の提出を要求

買付者より必要情報を受領
（必要情報リスト送付時点より原則60日以下）

【取締役会評価期間】

（60日または90日、延長の場合は最長120日）

取締役会評価

• 大規模買付等の内容の検討

• 買付者等との交渉

• 代替案の提示

対抗措置の発動 対抗措置の不発動

独立委員会

対抗措置 発動/不発動の勧告

※ルール不遵守の場合は、原則、発動を勧告

諮問・勧告

可決 否決

対抗措置

発動決議

株主総会

対抗措置 発動の意思確認

独立委員会が対抗措置の発動に関して、

株主総会を通じた株主の意思確認を行うべき

旨の勧告をした場合、最大限尊重

対抗措置

不発動決議

 
 
※上図は、株主の皆様へのご説明のため、本対応方針を図式化したものです。 

本対応方針の正確な内容は、本文をご参照ください。 

 


